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横
浜
市
歴
史
博
物
館
は
令
和
七
年(

二
〇
二
五)

に
開
館
三
十
年
を
迎
え
、

館
へ
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
市
内
外
の
皆
さ
ん
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
に
は
授
業
の
一
環
で
来
館
す
る
小
学
校
六
年
生
も
含
ま
れ
ま

す
。
本
展
は
先
史
時
代
の
遺
跡
や
発
掘
調
査
、
考
古
学
の
入
門
展
示
と
し
て

主
に
小
学
校
六
年
生
の
学
校
見
学
に
合
わ
せ
た
例
年
の
企
画
展
と
し
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
休
止
を
挟
ん
だ
も
の
の
、
平
成
二
十
七

年(

二
〇
一
五)

よ
り
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

「
横
浜
発
掘
物
語
」
の
名
称
は
平
成
十
年
三
月
七
日
か
ら
四
月
十
二
日
に

開
催
し
た
「
横
浜
発
掘
物
語
目
で
見
る
発
掘
の
歴
史
」
が
初
出
で
す
。
こ
の

展
示
は
横
浜
の
発
掘
の
歴
史
か
ら
遺
跡
の
発
掘
と
は
何
か
、
遺
跡
・
遺
物
の

保
存
・
活
用
の
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
趣

旨
の
も
と
、
考
古
学
の
初
代
学
芸
員
が
企
画
・
開
催
し
ま
し
た
。

や
や
一
般
向
け
の
展
示
内
容
で
は
あ
っ
た
も
の
の
、
当
館
で
初
め
て
横
浜

の
発
掘
調
査
、
考
古
学
そ
の
も
の
が
テ
ー
マ
の
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
も
の

で
す(

特
定
の
時
代
や
遺
跡
に
つ
い
て
の
展
示
は
既
に
行
わ
れ
て
い
ま
す)

。

ま
た
デ
ジ
タ
ル
機
器
の
活
用
や
、
本
物
の
土
器
や
石
器
を
手
に
と
っ
て
調
べ

る
体
験
型
の
展
示
も
実
施
し
ま
し
た
。
五
感
を
と
お
し
て
歴
史
を
体
験
す
る

手
法
は
、
そ
の
後
の
当
館
の
展
示
で
も
数
多
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

筆
者
は
当
館
の
考
古
学
の
五
代
目
学
芸
員
と
な
り
、
歴
代
の
考
古
学
の
学

芸
員
も
「
た
の
し
い
考
古
学
」（
平
成
十
四
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
九
月
十
六
日
）、「
お
な
か
が
す
い
た
は
ら

ぺ
こ
だ
っ
！
〜
縄
文
時
代
の
ご
は
ん
〜
」（
平
成
十
七
年
七
月
十
六
日
か
ら
九
月
四
日
）、「
絵
で
み
る
考
古
学

早
川
和
子
原
画
展
」(

平
成
二
十
年
四
月
五
日
か
ら
五
月
十
八
日
）、「
考
古
学
っ
て
な
に
？
」（
平
成
二
十
二
年

四
月
十
日
か
ら
五
月
二
十
三
日)

と
い
っ
た
、
子
ど
も
た
ち
向
け
の
考
古
学
の
企
画
展
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
に
直
接
つ
な
が
る
の
は
、
平
成
二
十
七
年
四
月
四
日
か
ら
五
月
二
十
四
日
に
か
け
て
開
催
し
た

「
横
浜
発
掘
物
語
2
0
1
5
」
で
す
。
タ
イ
ト
ル
は
先
述
の
と
お
り
、
当
館
で
初
め
て
横
浜
の
発
掘
調
査
や
考

古
学
そ
の
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
た「
横
浜
発
掘
物
語
目
で
見
る
発
掘
の
歴
史
」に
敬
意
を
表
し
て
付
け
ま
し
た
。

展
示
タ
イ
ト
ル
に
君
も
今
日
か
ら
考
古
学
者
！
が
付
く
の
は
翌
年
か
ら
と
な
り
ま
す
。
メ
イ
ン
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

は
社
会
科
の
授
業
で
見
学
に
来
館
す
る
小
学
校
六
年
生
と
し
て
、
四
代
目
の
学
芸
員
と
相
談
・
協
力
の
上
、
六

年
生
が
多
く
見
学
に
来
館
す
る
四
月
か
ら
六
月
を
中
心
に
会
期
を
設
定
し
ま
し
た
。
毎
年
来
館
す
る
六
年
生
は

入
れ
替
わ
る
の
で
内
容
を
担
保
す
る
た
め
に
、
テ
ー
マ
や
資

料
に
つ
い
て
大
き
く
は
変
更
し
な
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
展

示
を
毎
年
実
施
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
設
計
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
七
年
・
二
十
八
年
の
二
回
の
展
示
を
経
て
、
現

在
の
展
示
構
成
に
近
い
形
と
な
っ
た
の
は
、
四
代
目
学
芸
員

が
中
心
に
計
画
し
た
平
成
二
十
九
年
四
月
四
日
か
ら
六
月

十
一
日
開
催
の
「
君
も
今
日
か
ら
考
古
学
者
！
―
横
浜
発
掘

物
語
2
0
1
7
―
」
で
す
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
小
さ
な
塊

を
土
に
見
立
て
て
ケ
ー
ス
に
ひ
と
つ
ず
つ
入
れ
て
も
ら
う
こ

と
で
土
の
堆
積
を
学
ぶ
「
遺
跡
が
埋
ま
る
？
」、
横
浜
市
内

の
遺
跡
が
表
示
さ
れ
た
大
き
な
地
図
か
ら
自
分
の
家
や
学
校

の
場
所
に
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
遺
跡
が
身
近

に
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
「
ご
近
所
の
遺
跡
を
さ
が
そ

う
！
」、
土
器
の
欠
片
と
復
元
さ
れ
た
土
器
を
そ
れ
ぞ
れ
観

察
し
て
ス
ケ
ッ
チ
し
気
付
い
た
こ
と
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
記

し
て
い
く
「
土
器
の
か
け
ら
を
ひ
ろ
っ
た
よ
！
」
な
ど
、
体

験
し
な
が
ら
考
古
学
に
つ
い
て
学
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
化

を
図
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
こ
の
展
示
を
基
準
と
し
て
構
成

を
組
み
立
て
ま
し
た
。

折
し
も
同
年
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
り
令
和
二
年
に

は
小
学
校
の
授
業
は
新
た
な
指
導
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
六
年
生
の
社
会
科
が
春
に
大
昔
の
歴

史
を
集
中
し
て
学
ぶ
わ
け
で
は
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
や
開
催

す
る
企
画
展
の
都
合
な
ど
も
あ
り
、
本
展
を
一
時
取
り
や
め
て
い
た
も
の
の
、
令
和
五
年
春
よ
り
再
開
し
ま
し

た
。
令
和
七
年
は
開
館
三
十
周
年
記
念
特
別
展
の
関
係
で
夏
休
み
期
間
中
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
再
開
後
三

年
間
の
様
相
か
ら
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
な
ど
の
影
響
で
必
ず
し
も
春
に
実
施
し
な
く
て
も
良
い
こ
と
、
企
画

展
に
限
ら
な
い
方
法
で
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
な
ど
の
意
見
も
あ
り
、
横
浜
発
掘
物
語
の
名
称
で

の
十
回
目(

平
成
十
年
含
む)

を
以
っ
て
、
企
画
展
示
室
で
の
開
催
を
終
了
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
実
際
に

体
験
を
し
な
が
ら
考
古
学
や
遺
跡
に
つ
い
て
学
ぶ
コ
ン
テ
ン
ツ
は
別
の
形
で
継
続
し
て
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
楽
し
み
に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

（
文

橋
口
豊
）

横浜発掘物語 の軌跡横浜発掘物語 の軌跡

君も今日から考古学者！

▶休館日
月曜日（ただし5月4日は開館）、5月7日（木）

▶展覧会に行く　 令和8年
4月18日（土）～6月21日（日）

体験の例「遺跡が埋まる？」

歴 代
チ ラ シ
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企
画
展
「
北
条
幻
庵
―
横
浜
・
小
机
城
と
関
東
の
戦
国
―
」
開
催
に
向
け
て
行
っ
た
資

料
調
査
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

戦
国
大
名
北
条
氏
の
初
代
・
伊
勢
宗そ

う

瑞ず
い(

北
条
早
雲)

の
四
男
・
北
条
幻
庵
（
宗
哲
）
は
、

兄
で
二
代
当
主
の
氏
綱
の
死
後
、
最
長
老
と
し
て
一
門
衆
を
支
え
る
な
か
、
自
身
の
息
子

や
養
子
た
ち
を
小
机
城
主
に
就
か
せ
、
小
机
領
（
市
域
及
び
川
崎
市
域
）
の
支
配
を
任
せ

ま
し
た
。

こ
の
小
机
城
の
初
代
城
主
は
、
幻
庵
の
長
男
・
三
郎
で
す
。「
三
郎
」
と
は
仮け

み
ょ
う名
で
、

実じ
つ

名み
ょ
うは
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
生
年
も
未
詳
で
す
が
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
は
北

条
家
御
一
家
衆
の
一
人
と
し
て
家
臣
を
率
い
て
お
り
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
成

立
の
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
で
は
「
小
机
衆
」
の
筆
頭
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
十
六
世
紀
半
ば
頃
ま
で
に
は
父
・
幻
庵
か
ら
家
督
を
譲
ら
れ
、
一

軍
の
将
と
し
て
活
躍
を
始
め
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
そ

の
矢
先
の
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
七
月
二
十
日
、
三
郎
は
死
去
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
折
し
も
数
年
来
続
く
飢
饉
の
被
害
が
深
刻
さ
を
極
め

る
な
か
、
五
月
に
は
今
川
義
元
が
桶
狭
間
の
戦
い
で
敗
れ
、
八
月
に
は
長
尾
景
虎(
後
の

上
杉
謙
信)

が
越
後
国
か
ら
関
東
に
侵
攻
す
る
と
い
う
、
激
動
の
年
で
し
た
。

三
郎
の
菩
提
寺
は
、
小
田
原
市
風
祭
に
あ
る
永
禄
山
宝
泉
寺
で
す
。
宝
泉
寺
の
寺
伝
で

は
、
幻
庵
の
父
・
伊
勢
宗
瑞(

北
条
早
雲)

の
菩
提
寺
で
あ
る
早
雲
寺
（
箱
根
町
）
の
二
世
・

大だ
い

室し
つ

宗そ
う

碩せ
き

を
開
山
に
、「
北
条
時
長
」
を
開
基
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
い
、
創
建
年
が

三
郎
の
没
年
に
相
当
す
る
こ
と
、
幻
庵
が
宝
泉
寺
を
保
護
し
て
い
る
こ
と
（
註
1
）、
ま
た

開
基
像
「
絹
本
着
色
北
条
時
長
像
」（
宝
泉
寺
蔵
、
小
田
原
市
指
定
文
化
財
）
の
描
写
な
ど

クリーニングの様子　宝泉寺写真提供

小
田
原
宝
泉
寺
蔵「
北
条
三
郎
坐
像
」の
調
査

―
企
画
展
「
北
条
幻
庵
―
横
浜
・
小
机
城
と
関
東
の
戦
国
―
」
振
り
返
り
―

か
ら
、
時
長
こ
そ
が
三
郎
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
註
2
）。

宝
泉
寺
の
本
堂
に
は
、
本
尊
に
向
か
っ
て
左
側
に
、
北
条
三
郎
坐
像
が
祀
ら
れ
て
い
ま

す
。
展
覧
会
で
小
机
城
主
・
三
郎
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
是
非
こ
の
お
像
も
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
ご
住
職
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
調
査
お
よ
び
展
示
の
ご
快
諾
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
八
月
二
十
九
日
（
金
）、
厳
し
い
残
暑
の
な
か
、
小
田
原
城
天

守
閣
の
学
芸
員
・
岡
さ
ん
と
大
貫
さ
ん
、
写
真
担
当
の
市
毛
さ
ん
の
三
名
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
、
宝
泉
寺
ご
本
堂
で
北
条
三
郎
坐
像
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
は
ご
内
陣
の

壇
上
か
ら
三
郎
像
を
そ
っ
と
下
ろ
し
、
全
体
を
筆
の
穂
先
で
や
さ
し
く
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

し
て
い
き
ま
す
。
像
高
は
四
十
六
・
四
㎝
、
幅
は
四
十
八
・
四
㎝
、
奥
行
二
十
八
・
八
㎝
で
、

高
さ
六
・
八
㎝
の
台
座
に
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。
像
と
台
座
は
膠
状
の
も
の
で
簡
易
に
貼

り
付
け
て
あ
り
、
そ
れ
を
は
ず
す
と
、
像
底
と
台
座
の
上
面
・
底
面
に
そ
れ
ぞ
れ
墨
書
が

あ
っ
て
、
①
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
十
二
月
に
石
川
県
金
（
沢
脱
か
）
市
住
人
の
谷

乗
政
と
い
う
人
物
が
彫
刻
し
た
こ
と
、
②
宝
泉
寺
十
三
世
・
賢
峰
宗
温
の
代
に
造
ら
れ
た

こ
と
、
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。
制
作
時
に
は
先
述
の
「
北
条
時
長
像
」
を
参
考
に

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
衣
服
の
文
様
に
は
あ
え
て
三
つ
鱗
紋
を
施
し
て
、
北
条
氏
の

関
連
寺
院
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
終
え
、
各
部
の
傷
み
や
破
損
状
態
を
確
認
し
た
あ
と
は
、
い
よ
い
よ

写
真
撮
影
。
角
度
を
変
え
て
何
枚
か
撮
影
を
し
、
お
像
を
も
と
の
場
所
に
戻
し
て
、
約
半

日
に
わ
た
る
調
査
は
終
了
し
ま
し
た
。
今
回
調
査
し
た
お
像
は
明
治
時
代
の
も
の
で
戦
国

時
代
と
直
接
は
関
わ
り
ま
せ
ん
し
、
な
ぜ
明
治
二
十
五
年
に
三
郎
像
を
造
像
し
た
か
も
分

か
り
ま
せ
ん
。
け
れ
ど
、
明
治
と
い
う
新
し
い
時
代
に
、
地
域
の
由
来
を
顕
彰
す
る
な
か

で
、
宝
泉
寺
の
開
基
・
三
郎
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文

阿
諏
訪
青
美
）

註
1
：「
宝
泉
寺
寺
領
図
」（
元
亀
三
年
〔
一
五
七
二
〕、
小
田
原
市
指
定
文
化
財
、
宝
泉
寺
蔵
）
で
は
、
幻
庵
が

宝
泉
寺
の
寺
領
を
拡
大
し
た
こ
と
を
示
し
、
そ
の
境
界
線
上
に
印
判
を
押
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
三
郎
の

十
三
回
忌
に
当
た
る
。

註
2
：
平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
に
指
定
。
三
郎
の
従
兄
に
あ
た
る
北
条
氏
康
の
肖
像
画
に
似
て
い
る
こ

と
、
右
手
の
中
啓
や
畳
べ
り
の
表
現
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
図
録
『
馬
を
め
で
る
武
将
た

ち
』、
馬
の
博
物
館
、
二
〇
一
七
）。
た
だ
し
三
郎
の
実
名
が
時
長
で
あ
る
か
は
不
明
。

」
開
催
に
向
け
て
行
っ
た
資

の
四
男
・
北
条
幻
庵
（
宗
哲
）
は
、

兄
で
二
代
当
主
の
氏
綱
の
死
後
、
最
長
老
と
し
て
一
門
衆
を
支
え
る
な
か
、
自
身
の
息
子

や
養
子
た
ち
を
小
机
城
主
に
就
か
せ
、
小
机
領
（
市
域
及
び
川
崎
市
域
）
の
支
配
を
任
せ

こ
の
小
机
城
の
初
代
城
主
は
、
幻
庵
の
長
男
・
三
郎
で
す
。「
三
郎
」
と
は

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
生
年
も
未
詳
で
す
が
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
は
北

条
家
御
一
家
衆
の
一
人
と
し
て
家
臣
を
率
い
て
お
り
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
成

立
の
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
で
は
「
小
机
衆
」
の
筆
頭
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

る
な
か
、
五
月
に
は
今
川
義
元
が
桶
狭
間
の
戦
い
で
敗
れ
、
八
月
に
は
長
尾
景
虎

が
越
後
国
か
ら
関
東
に
侵
攻
す
る
と
い
う
、
激
動
の
年
で
し
た
。

三
郎
の
菩
提
寺
は
、
小
田
原
市
風
祭
に
あ
る
永
禄
山
宝
泉
寺
で
す
。
宝
泉
寺
の
寺
伝
で

の
菩
提
寺
で
あ
る
早
雲
寺
（
箱
根
町
）
の
二
世
・

を
開
山
に
、「
北
条
時
長
」
を
開
基
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
い
、
創
建
年
が

三
郎
の
没
年
に
相
当
す
る
こ
と
、
幻
庵
が
宝
泉
寺
を
保
護
し
て
い
る
こ
と
（
註

開
基
像
「
絹
本
着
色
北
条
時
長
像
」（
宝
泉
寺
蔵
、
小
田
原
市
指
定
文
化
財
）
の
描
写
な
ど

」
開
催
に
向
け
て
行
っ
た
資

の
四
男
・
北
条
幻
庵
（
宗
哲
）
は
、

兄
で
二
代
当
主
の
氏
綱
の
死
後
、
最
長
老
と
し
て
一
門
衆
を
支
え
る
な
か
、
自
身
の
息
子

や
養
子
た
ち
を
小
机
城
主
に
就
か
せ
、
小
机
領
（
市
域
及
び
川
崎
市
域
）
の
支
配
を
任
せ

こ
の
小
机
城
の
初
代
城
主
は
、
幻
庵
の
長
男
・
三
郎
で
す
。「
三
郎
」
と
は
仮け
み
ょ
う名
で
、

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
生
年
も
未
詳
で
す
が
、
弘
治
二
年
（
一
五
五
六
）
に
は
北

条
家
御
一
家
衆
の
一
人
と
し
て
家
臣
を
率
い
て
お
り
、
永
禄
二
年
（
一
五
五
九
）
成

立
の
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
で
は
「
小
机
衆
」
の
筆
頭
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

る
な
か
、
五
月
に
は
今
川
義
元
が
桶
狭
間
の
戦
い
で
敗
れ
、
八
月
に
は
長
尾
景
虎(
後
の

が
越
後
国
か
ら
関
東
に
侵
攻
す
る
と
い
う
、
激
動
の
年
で
し
た
。

三
郎
の
菩
提
寺
は
、
小
田
原
市
風
祭
に
あ
る
永
禄
山
宝
泉
寺
で
す
。
宝
泉
寺
の
寺
伝
で

の
菩
提
寺
で
あ
る
早
雲
寺
（
箱
根
町
）
の
二
世
・

を
開
山
に
、「
北
条
時
長
」
を
開
基
と
し
て
創
建
さ
れ
た
と
い
い
、
創
建
年
が

（
註
1
）、
ま
た

開
基
像
「
絹
本
着
色
北
条
時
長
像
」（
宝
泉
寺
蔵
、
小
田
原
市
指
定
文
化
財
）
の
描
写
な
ど

企
画
展
余
話

◆
会
期
◆

令
和
7
年
11
月
22
日（
土
）〜
令
和
8
年
1
月
18
日（
日
）

宝泉寺 北条三郎坐像　明治25年（1892）　小田原城天守閣写真提供北条三郎坐像台座上面の墨書
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一
九
七
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
の
時
期
、
全
国
に
美
術

館
・
博
物
館
が
多
く
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施
設

の
多
く
は
近
年
、
老
朽
化
に
伴
う
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
、
設

備
改
修
、
再
編
が
進
ん
で
お
り
、
多
分
に
漏
れ
ず
、
横
浜

市
歴
史
博
物
館
も
、
昨
年
開
館
三
十
周
年
を
迎
え
、
大
規

模
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
な
い
も
の
の
設
備
改
修
に
と
も
な
う

休
館
を
何
度
か
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
開
館

記
念
日
に
あ
た
る
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
一
月
三
十
一

日
か
ら
九
月
七
日
ま
で
、
博
物
館
の
二
階
廊
下
で
「
展
覧

会
ポ
ス
タ
ー
展
」
を
開
催
し
、
ポ
ス
タ
ー
以
外
に
も
、
現

在
の
博
物
館
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
の
チ
ラ
シ

や
、
開
館
当
時
の
様
子
を
伺
え
る
資
料
を
展
示
【
写
真
①
】、

加
え
て
三
十
周
年
を
節
目
に
、「
こ
れ
か
ら
の
博
物
館
に

の
ぞ
む
こ
と
」
と
し
て
、
会
期
中
来
館
者
に
付
箋
を
貼
っ

て
も
ら
い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た【
写
真
②
】。

内
容
は
と
い
う
と
、
大
き
く
「
シ
ョ
ッ
プ
」「
常
設
展
」

「
入
館
料
」「
企
画
展
」「
イ
ベ
ン
ト
」「
体
験
型
の
展
示
」「
休

憩
ス
ペ
ー
ス
」「
博
物
館
閉
じ
な
い
で
」「
感
想
・
そ
の
他
」

と
い
う
具
合
に
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
（
詳
細
に
つ

い
て
は
左
ペ
ー
ジ
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。
な
か
で
も
、

耳
が
痛
か
っ
た
の
が
常
設
展
に
関
し
て
「
壊
れ
た
テ
レ
ビ

や
ボ
タ
ン
を
見
れ
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
で
す
！
」「
展

示
機
械
の
更
新
な
ど
…
」「
調
整
中
機
材
の
修
理
」と
い
っ

た
ぐ
さ
っ
と
く
る
言
葉
（
善
処
し
ま
す
…
）。
そ
れ
を
受

け
て
か
ど
う
か
潜
在
的
に
来
館
者
の
み
な
さ
ま
が
博
物
館

大
丈
夫
⁈
な
の
か
と
心
配
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
の
か
、

「
閉
館
し
な
い
で
」
と
い
う
お
言
葉
が
結
構
多
か
っ
た
こ

と
。
来
て
く
だ
さ
る
お
客
様
は
、
何
を
ど
う
、
ど
こ
を
見

て
そ
う
感
じ
た
の
か
一
人
ず
つ
お
聞
き
し
た
い
で
す
が
、

と
て
も
複
雑
な
気
持
ち
に
も
な
り
ま
し
た
。
確
か
に
常
設

展
示
室
は
三
十
年
間
一
度
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ず
、
映

像
モ
ニ
タ
ー
も
使
用
不
可
の
状
態
の
も
の
が
目
立
ち
、
手

す
り
は
ハ
ゲ
、
傷
の
目
立
つ
ケ
ー
ス
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
変

え
て
は
い
る
も
の
の
展
示
パ
ネ
ル
の
写
真
は
色
褪
せ
…
。

多
言
語
の
解
説
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
か
ら
映
像
を
み
ら
れ
る
工
夫
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る

ポ
イ
ン
ト
解
説
な
ど
、
工
夫
は
し
て
い
ま
す
が
、
見
学
に

来
た
市
内
の
小
学
生
や
お
客
様
に
申
し
訳
な
い
と
感
じ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
と
は
い
え
こ
の
よ
う
な
来
館
の
お
客

様
か
ら
い
た
だ
い
た
生
の
「
声
」
を
少
し
で
も
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
、
で
き
れ
ば
生
の
言
葉
（
集
ま
っ
た
付

箋
）
を
見
て
欲
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
内
容
ご
と
に
分
類

し
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
「
今
も
す
ご
く
い
い

と
思
い
ま
す
」と
い
う
ご
意
見
や
、「
素
晴
ら
し
い
展
示
」、

「
た
の
し
か
っ
た
」、「
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
」
な
ど
、

前
向
き
な
エ
ー
ル
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
と
て
も
励
み

に
な
り
ま
し
た
。
博
物
館
を
好
き
で
い
て
く
だ
さ
る
お
客

様
の
声
や
、
今
後
の
企
画
展
に
望
む
こ
と
、
シ
ョ
ッ
プ
に

こ
ん
な
グ
ッ
ズ
が
欲
し
い
と
い
っ
た
刺
激
も
あ
り
建
設
的

な
ご
意
見
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
参
考
に
、
み
な
さ
ん
に
よ
り
一
層
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
博
物
館
と
な
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

（
文

𠮷
井
大
門
）写真② 来館者のご意見付箋

写真① 開館当時の資料

横
浜
市
歴
史
博
物
館

展
覧
会
ポ
ス
タ
ー
展

開
館
30
周
年
記
念
ポ
ス
タ
ー
展
示

会
期
令
和
7
年
1
月
31
日（
金
）〜
9
月
7
日（
日
）

会
場
横
浜
市
歴
史
博
物
館
2
階
廊
下
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企画展振り返り

▼最新の技術を取り入れてほしい

▼壊れたボタンを直して映像が見られ

るようにして（6件）

▼ボタンを増やして（2件）

▼一つのボタンを押したらすぐに次の

ボタンを押せるようにいてほしい

▼常設展のリニューアル（4件）

▼近現代の展示を増やして（4件）

▼ジオラマを増やして（4件）

▼地形の変化をジオラマで教えてほしい

▼江戸時代のジオラマがすごく面白い

▼いろんな時代の蝋人形がみたい

▼その時の時代をのくらしを再現して

ほしい
▼展示物を増やして（7件）

▼土器パズルの常設・大会開催（5件）

▼歴史に関するゲームやクイズを増や

して（4件）
▼歴史劇場を復活させて（4件）

▼はにわの展示を増やして（6件）

▼歴史についての詳しい説明や解説

▼もっと地元よりの地方豪族について

みたい

▼横浜の歴史、人の営みの継続した記

録と伝承
▼横浜の歴史や地名など詳しく知りた

いです
▼世界史も知れるような常設展がいい

▼恐竜の化石を展示して（2件）

▼縄文土器のパネルがほしい

▼もっと子供にわかりやすいようにし

てほしい（絵とか）

▼海外の方も楽しめるように多言語の

併設
▼昔の写真の展示を増やしてほしい

▼昔から今への変わり方をもっと知り

たい
▼今と昔を比べた図的なものをつくっ

てほしい。
▼バスの歴史が知りたい

▼展示物を寄贈させてほしい

▼スタディサロンを広げてほしい

▼施設改修は予算を獲得、工期を分割

せず一気にやってほしい。休館期間

が少なくて済む

 常設展への要望 ＊69件 ▼周囲に保育園や幼稚園もあるので未就学児童が遊び学べるような体験展示がほしい（ボールプールとか）▼触れるものを増やしてほしい▼直接触れ合えるコーナーを増やしてほしい
▼遊びながら（体験）歴史を学べるところを作ってほしい
▼化石を触ってみたい
▼触ることのできるコーナーをもっと増やしてほしい
▼自分で発掘できるコーナー作って▼色々さわれて遊べるところを作ってほしい
▼電車の体験をやってほしい
▼展示物全部さわれる展示にしてほしい▼触れるものを増やしてほしいです▼視覚障害があっても楽しめる展示があるとうれしいです
▼工作体験がしたい
▼体験できる場所を増やしてほしい▼触れるものを増やしてほしい▼触れるものがほしい
▼体験型の展示があるといいな▼もっとさわれるものがあればうれしい

▼土のお皿を触りたい、火起こし体験などやりたい
▼いろんな体験ができるように▼ワークショップを増やしてほしい▼土日に子供が参加できるワークショップを増やしてほしいです
▼体験展示を増やして
▼触れる展示など体験型の展示があると子供も楽しめる
▼体験展示を増やしてほしい
▼ふれあい体験がほしい
▼触れる展示が増えて、壊れた映像をなおしてほしい
▼触れる展示が多くなりますように▼触れるものをもっと増やしてほしい▼体験型がほしい
▼触って実感できるものがほしい▼触れるものを増やしてほしい▼展示物の本物を増やしてほしい▼体験を増やして触ったりしたい▼体験できるものをもっと増やして▼体験するもの触れるものを作ってほしい

▼あそぶところがほしい

 体験型イベントの要望 ＊37件

▼とても味を感じる素晴らしい展示▼これからもがんばってほしい▼れきしをつくって
▼はくぶつかんおもしろい
▼ずっとずっと私たちに歴史を届けてほしい▼これからもつないでいって
▼お客さんが増えてますように▼子どもへ深い洞察と気付きをもたらす有益な施設。考古の果てで君は何を見つけ出すのか▼小さいころからお世話になってます。これからもなくならないでほしいな▼横浜をみせていただくため何回も訪れたいです

▼歴史は大事形だけは残して
▼絶対また来る！たのしかった▼ギャラリートークとても好きです。子供たちが関心を持ってそうな企画を是非▼横浜を好きになってほしい！▼変わらないでいてほしいです！！▼市民の皆さんや外から見学に来た人たちに、この地域が受け継いできた歴史をずっと伝えていってほしい

▼土器迫力がすごかった、縄文弥生サイコ～！▼こんなに学びを得られる施設はもっと広めるべき
▼これからも頑張って続けてください▼博物館たのしい
▼簡単からちょっと難しいまでたのしめた▼もっと楽しく
▼いろんなスペースにいろんな展示がほしい

▼たのしかった
▼たのしい！
▼アサリがおいしそうだった
▼勉強になった
▼もっと楽しくしてください
▼また来ます楽しみにしてます▼博物館好き
▼歴史博物館楽しかったよ
▼あそぶところ
▼たのしかった
▼来たのはじめて
▼涼しくして
▼もう少し涼しくしてほしい
▼もっと楽しい博物館にしたい▼もっとPR活動を
▼ポスターを見て残念又来たかった▼素晴らしい展示ですもっと広報したほうがよいです
▼27年間都筑区在住で初めて訪問しました。自分の地域の知らない歴史、興味深かったです。これからも継承
▼これからもいっぱい展示を作っていって▼歴史もっと知りたくなった
▼楽しかったです
▼ママと車で来たよ楽しかった▼いつもありがとう
▼遊んで学んで楽しいところになってほしい▼いい博物館になってほしい
▼歴史おもしろい
▼ぬりえのしゅるいがもっとほしい

 感想 ＊50件
▼ベビールームやキッズスペースなど未就学児も楽しめ

る場所やイベントを開催してほしい
▼資料を見ながらご飯を食べれるカフェがほしいです
▼飲み物が飲める休憩スペースがほしいな～
▼飲み物が飲める休憩スペースがほしいでーす
▼自販機のラインナップかえて
▼自販機のラインナップ増やして
▼カフェ復活を
▼カフェ復活してほしい
▼カフェを作ってください
▼カフェを再開してほしい
▼カフェを作ってほしい

 休憩スペースなど ＊12件

▼自販機のラインナップかえて
▼自販機のラインナップ増やして

▼カフェを作ってください
▼カフェを再開してほしい ▼今もすごくいいと思います。がもっとイベントや

誰もがワクワクすることをやるともっといいと思

います
▼地域住民と触れ合える場や歴史について講演を行

う場をもっと増やしてほしい
▼ミュージカルをたくさんしてほしい
▼民話や怪談話などを基にした劇や上演
▼子供向け体験イベント開いてほしい
▼お笑い芸人の「笑い飯」に歴博のアンバサダーとし

てネタをやってもらいたい▼原始～現代までの歴史・背景をまとめた小規模映

像を作成してほしい▼ユーチューバーとのコラボ▼いろんなイベントやってほしい

 イベントについて ＊9件

▼特別展のチケットで常設展がみられない

▼値下げ
▼値下げ値下げ値下げ

▼無料
▼値上げ
▼入料を無料にしてほしい、お願い

▼チケットの値下げ

▼無料にしてほしい

▼月曜休館にしないで

▼月曜日も休まないようにお願いします

▼無料

 料金について
 ＊11件

▼遊んで学んで楽しいところになってほしい

▼ユーチューバーとのコラボ▼いろんなイベントやってほしい

▼閉館しないで、とりこわさないで、　なくならないで 等

 閉館しないで ＊52件

▼はらでぐちくんのグッズが沢山ほしい
▼レックルの着ぐるみのキットがほしい
▼はらでぐちくん醤油さしがほしい
▼はらでぐちくんとレックルのグッズ展開を幅広くし

てほしい
▼レックルのぬいぐるみがほしい
▼戦国時代グッズがほしい
▼レックルのキーホルダーがほしい
▼勾玉の種類がもっとほしい
▼パンフレットで家へ帰ってもふりかえれる学べるも

のが欲しい
▼はらでぐちくんの置物がほしい
▼はらでぐちくん、レックルフィギアがほしい
▼お土産グッズが少ない

 ショップへの要望 ＊12件

▼閉館しないで、とりこわさないで、　なくならないで 等

▼もっと企画展を開催してほしい

▼はらでぐちくんを色々集めた展示と土器の大きさ比べ

の展示がみたい

▼戦国時代頃の展示を詳しくしてほしい

▼時間の流れを実感できる企画展を構想してください

▼郷土史やマンガ史と絡めた展示、紙芝居の展示

▼特別展これからも続けて

▼弥生時代に関わる企画展

▼横浜とキリスト教やイスラム教などたくさんの宗教と

の関係について知りたい

▼修復・保存・継承をテーマにした展示を定期的に開催し

てほしい

▼恐竜の化石展

▼日本常民文化研究所との企画展を開催してほしい

▼大紙芝居展

 企画展への要
望 ＊12件

※一部、同様の内容の
　ご意見をまとめて
　掲載いたします。
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古文書の活用実践
―「みすてりい・おぶ・こもんじょ」展に託した想い―

本
展
で
は
、
当
館
の
収
蔵
資
料
を
中
心
に
、
こ
れ
か
ら
古
文
書
を
学

び
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に
向
け
て
、
古
文
書
の
入
門
か
ら
、
そ
の
先

の
活
用
の
可
能
性
ま
で
を
紹
介
し
ま
し
た
。

本
展
を
企
画
す
る
に
あ
た
り
意
識
し
た
の
は
、「
く
ず
し
字
＝
難
解

で
特
別
な
文
字
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
、
ほ
ん
の
少
し
揺
さ
ぶ
る
こ
と

で
し
た
。
古
文
書
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、「
読
め
な
い
」「
専
門
家
だ

け
の
も
の
」
と
感
じ
る
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち

日
本
人
は
、
そ
う
遠
く
な
い
時
代
ま
で
、
く
ず
し
字
で
日
記
を
書
き
、

手
紙
を
送
り
、
暮
ら
し
の
出
来
事
を
書
き
留
め
て
き
ま
し
た
。

本
展
で
は
、
く
ず
し
字
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
を
目
標
と
は
し
ま

せ
ん
で
し
た
。
む
し
ろ
、「
思
っ
た
よ
り
身
近
だ
っ
た
」「
少
し
な
ら
自

分
に
も
読
め
そ
う
だ
」
と
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
た
。

「
み
す
て
り
い
・
お
ぶ
・
こ
も
ん
じ
ょ
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
は
、
謎

解
き
の
よ
う
な
楽
し
さ
と
、
そ
の
先
に
あ
る
発
見
の
喜
び
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
本
展
が
、
古
文
書
の
世
界
へ

の
小
さ
な
入
口
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
文

仲
泉
剛
）

同時開催　会期：令和8年1月31日（土）→ 3月15日（日）

当
館
で
は
毎
年
新
た
に
指
定
さ
れ
た
横
浜
の
文
化
財
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。「
文
化
財
の
指
定
」
と
い
う
の
は
、
地
域
の
歴
史
に
関
わ
る
貴

重
な
文
化
遺
産
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
で
す
。
と
く
に
重
要
だ
と
評
価
さ
れ
た
も
の
を
国
や
自
治
体
が
指

定
し
、
永
続
的
に
保
存
し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
横
浜

市
で
指
定
文
化
財
を
選
ん
で
い
る
の
は
、
専
門
家
の
先
生
た
ち
が
集
ま

る
「
横
浜
市
文
化
財
保
護
審
議
会
」
と
い
う
組
織
で
す
が
、
評
価
を
す

る
に
は
ま
ず
は
市
内
に
ど
の
よ
う
な
文
化
財
が
あ
る
の
か
と
い
う
情
報

が
必
要
で
す
。
情
報
を
集
め
る
た
め
に
は
「
調
査
」
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
本
展
で
は
、
調
査
の
様
子
を
紹
介
す
る
た
め
、
市
内
寺
院

で
行
っ
た
仏
像
の
調
査
現
場
の
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
。
写
真
は
そ
の

一
部
で
、
手
に
持
っ
て
い
る
の
は
仏
像
各
部
の
大
き
さ
を
測
る
た
め
の

道
具
の
ひ
と
つ
で
す
。
調
査
で
は
仏
像
の
顔
の
両
耳
間
の
距
離
と
い
う

よ
う
な
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
計
測
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
形
の
特
徴
や
材

質
・
構
造
を
記
し
た
も
の
が
市
内
文
化
財
の
情
報
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、

指
定
や
展
示
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

（
文

花
澤
明
優
美
）

文化財の調査と指定

企画展振り返り

（
文
　
仲
泉
剛
）

令和7年度 横浜市指定・登録

文化財調査の様子

「みすてりい・おぶ・こもんじょ」
会場写真

本
展
で
は
、
当
館
が
開
館
以
来
か
か
わ
っ
て
き
た
市
域

の
文
化
財
を
、
そ
れ
ぞ
れ
「
修
復
」、「
継
承
」
と
い
う
テ
ー

マ
の
も
と
に
紹
介
し
ま
し
た
。
学
芸
員
総
勢
八
人
が
か
か

わ
り
、
議
論
沸
騰
、
紆
余
曲
折
を
経
た（
？
）結
果
、
考
古
・

歴
史
・
民
俗
・
美
術
の
各
分
野
か
ら
厳
選
し
た
実
物
資
料

が
一
堂
に
会
す
る
、
当
館
ら
し
い
展
覧
会
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
財
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
大
き

な
バ
ナ
ー
で
詳
し
く
紹
介
す
る
一
方
、
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は

簡
潔
で
親
し
み
や
す
い
説
明
と
す
る
な
ど
、
幅
広
い
年
代

の
方
々
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、
解
説
も
工
夫
し

ま
し
た
。
出
口
で
は
出
陳
文
化
財
の
人
気
投
票
を
行
い
、

当
館
イ
チ
押
し
の
「
は
ら
で
ぐ
ち
く
ん
」（
原
出
口
遺
跡
出

土
筒
形
土
偶
）
が
栄
え
あ
る
一
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
図

録
に
も
こ
だ
わ
り
、Part2
の
図
録
で
は
会
場
写
真
や
学

芸
員
全
員
の
コ
ラ
ム
を
掲
載
し
ま
し
た
。

本
展
の
根
底
に
は
、
横
浜
に
は
市
域
の
歴
史
の
記
憶
を

宿
す
文
化
財
が
多
数
残
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
を

ま
も
り
、
未
来
へ
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え

た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
博
物
館
で
は
こ
れ
か
ら

も
、
地
域
の
記
憶
を
ま
も
り
伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。

（
文

小
林
紀
子
）

Part1展示風景

Part2展示風景

企画展振り返り

開館30周年
記念特別展

Yokohama
Heritage

Part1 「
修
復
」

令
和
7
年
4
月
26
日（
土
）▶

6
月
2
日（
月
）

Part2 「
伝
承
」

令
和
7
年
6
月
14
日（
土
）▶

7
月
27
日（
日
）



地
域
の
和
菓
子
屋
、
洋
菓
子
屋
と
し
て
、
小
学
校
行
事
の
際
の
紅
白
饅
頭
や
、
祝
儀
の
お

菓
子
、
祭
り
の
赤
飯
な
ど
、
地
域
に
か
か
せ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
菓
子
店
「
寿
々
喜
家
」（
横

浜
市
西
区
平
沼
）。
創
業
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
と
さ
れ
る
和
菓
子
洋
菓
子
店
で
、
先

代
ま
で
で
四
代
続
い
た
菓
子
店
で
し
た
。
菓
子
店
と
し
て
の
営
業
以
前
に
つ
い
て
も
、
も
と

も
と
代
々
商
売
を
し
て
い
た
家
（
魚
屋
、
パ
ン
屋
、
和
菓
子
屋
）
で
、
福
富
町
で
魚
屋
を
営

ん
で
い
た
寿
々
喜
家
初
代
が
今
の
寿
々
喜
家
の
あ
る
平
沼
橋
に
て
パ
ン
屋
を
創
業
。
二
代
目

が
現
在
ま
で
の
礎
と
な
る
和
菓
子
を
は
じ
め
、
三
代
目
に
な
っ
て
東
京
青
山
の
菱
屋
で
洋
菓

子
製
作
を
修
業
、
菱
屋
の
名
物
で
あ
っ
た
シ
ナ
モ
ン
ド
ー
ナ
ッ
ツ
を
寿
々
喜
家
に
て
販
売

（「
シ
ナ
モ
ン
ド
ウ
ナ
ツ
」）、
寿
々
喜
家
の
名
物
商
品
に
な
る
と
と
も
に
和
菓
子
と
洋
菓
子
の

両
方
を
本
格
的
に
扱
う
菓
子
店
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
和
菓
子
で
「
上
生
」「
上
菓
子
」「
上

練
り
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
白
餡
に
求
肥
や
芋
の
つ
な
ぎ
で
作
ら
れ
る
練
り
菓
子
も
扱
っ
て
い

ま
す
が
、「
シ
ナ
モ
ン
ド
ウ
ナ
ツ
」
を
単
価
百
円
で
販
売
し
て
い
る
よ
う
に
、
手
に
取
り
や

す
い
価
格
で
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
菓
子
類
の
販
売
を
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
「
ひ
な
あ
ら
れ
」
や
「
菱
餅
」、「
桜
餅
」「
柏
餅
」、「
ク
リ

寿
々
喜
家
資
料
（
和
菓
子
洋
菓
子
製
作
道
具
な
ど
七
九
五
件
一
〇
三
五
点
）

資
料
紹
介

ス
マ
ス
ケ
ー
キ
」
な
ど
季
節
の
菓

子
や
、「
ど
ら
焼
き
」、
饅
頭
「
利

休
」、「
平
沼
そ
だ
ち
」、「
み
た
ら

し
団
子
」、
パ
ウ
ン
ド
ケ
ー
キ「
ガ

ト
ー
ポ
ム
」、「
最
中
」
な
ど
、
生

活
や
地
域
と
密
着
し
た
「
マ
チ
の

お
菓
子
屋
」
で
も
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
四
代
目
の
鈴
木
昌
次
氏
は

平
成
二
十
八
年
（
二
〇
一
六
）
の

平
沼
小
学
校
六
年
生
の
総
合
学

習
の
一
環
と
し
て
、
児
童
た
ち

が
考
案
し
た
和
菓
子
を
、
卒
業

の
思
い
出
に
一
緒
に
つ
く
る
た

め
の
協
力
や
講
師
を
つ
と
め
る

な
ど
（
児
童
た
ち
が
考
案

し
た
練
り
菓
子
「
平
沼
日
和
」
は
期
間
限
定
販
売
さ
れ
た
）、
地
域
教
育
活
動
に
も

参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

店
を
継
い
だ
四
代
目
が
、
三
代
目
よ
り
洋
菓
子
つ
く
り
の
技
術
を
教
わ
っ
た
こ

と
や
、
自
身
が
菓
子
専
門
学
校
で
習
っ
た
こ
と
な
ど
を
活
か
し
て
の
菓
子
作
り
、

店
の
運
営
・
経
営
な
ど
を
母
親
と
共
に
切
り
盛
り
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和
六
年

（
二
〇
二
四
）
二
月
に
急
逝
。
後
継
者
な
ど
も
い
な
か
っ
た
た
め
店
を
閉
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
末
か
ら
現
在
ま
で
続
い
た
和
菓
子
洋
菓
子
店
と
し
て
の
歴
史
的
な
意
義
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
だ
け
ま
と
ま
っ
た
和
菓
子
洋
菓
子
製
作
に
関
す
る
資
料

は
こ
の
資
料
群
自
体
が
貴
重
で
あ
る
と
も
い
え
、
横
浜
の
菓
子
文
化
、
民
俗
を
考

え
る
う
え
で
も
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
文

小
林
光
一
郎
）

す
い
価
格
で
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
菓
子
類
の
販
売
を
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
「
ひ
な
あ
ら
れ
」
や
「
菱
餅
」、「
桜
餅
」「
柏
餅
」、「
ク
リ

練
り
」
な
ど
と
言
わ
れ
る
白
餡
に
求
肥
や
芋
の
つ
な
ぎ
で
作
ら
れ
る
練
り
菓
子
も
扱
っ
て
い

ま
す
が
、「
シ
ナ
モ
ン
ド
ウ
ナ
ツ
」
を
単
価
百
円
で
販
売
し
て
い
る
よ
う
に
、
手
に
取
り
や

す
い
価
格
で
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
菓
子
類
の
販
売
を
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
「
ひ
な
あ
ら
れ
」
や
「
菱
餅
」、「
桜
餅
」「
柏
餅
」、「
ク
リ

す
い
価
格
で
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
、
菓
子
類
の
販
売
を
し

て
い
た
と
い
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
「
ひ
な
あ
ら
れ
」
や
「
菱
餅
」、「
桜
餅
」「
柏
餅
」、「
ク
リ

10

アンベラ

木型

ワッフル焼き用
の鉄板

平沼小学校六年生総合学習「寿々喜家さんの魅力」より

11

オ
ー
プ
ン
か
ら
三
十
年
を
迎
え
た
横
浜
市
歴

史
博
物
館
は
、
令
和
七
年
（
二
〇
二
五
）
一
月

以
降
、
三
十
周
年
記
念
を
冠
し
た
講
演
会
や
展

覧
会
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在

そ
の
最
後
の
事
業
と
し
て
、
記
念
誌
制
作
に
注

力
し
て
い
ま
す
。

一
年
前
、
担
当
者
が
集
ま
り
編
集
方
針
を
決

め
ま
し
た
。
三
十
年
を
十
年
ご
と
に
区
切
り
、

開
館
か
ら
の
十
年
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る

運
営
が
始
ま
っ
た
次
の
十
年
、
街
並
み
が
ほ
ぼ

完
成
し
地
域
社
会
が
大
き
く
変
化
し
た
十
年
、

そ
れ
ぞ
れ
を
緩
や
か
に
三
つ
の
時
期
に
わ
け

て
、
館
の
活
動
の
記
録
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
過
去
を
振
り
返
る
だ
け
で
は
な
く
、

次
世
代
の
職
員
や
関
わ
っ
て
い
た
だ
く
人
々
に

そ
の
思
い
を
つ
な
ぎ
な
が
ら
、
新
た
な
博
物
館

活
動
を
展
開
し
て
い
け
る
よ
う
な
、
そ
し
て
、

地
域
の
人
々
が
見
て
楽
し
め
る
よ
う
な
記
念
誌

を
思
い
描
い
て
い
ま
す
。

三
十
年
の
活
動
は
、
年
報
や
事
業
報
告
に
記

録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
記
録
写
真
は
一
か
所

に
ま
と
め
て
保
存
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
や
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
写
真
が
館
内
各
所
に

仕
舞
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年

代
頃
よ
り
使
わ
れ
始
め
た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

写
真
も
、
あ
っ
た
り
な
か
っ
た
り
、
と
い
う
状

況
で
し
た
。
写
真
を
探
し
つ
つ
、
ま
ず
は
ネ
ガ

フ
ィ
ル
ム
や
紙
焼
き
プ
リ
ン
ト
を
確
認
し
な
が

ら
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
以
前
の
フ
ィ
ル
ム
を
ス

キ
ャ
ン
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
昨
夏
か

ら
始
め
た
作
業
で
は
令
和
八
年
一
月
末
ま
で

に
、
お
よ
そ
七
千
七
百
カ
ッ
ト
の
膨
大
な
記
録

写
真
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
さ
れ
、
現
在
も
継
続

中
で
す
。「
博
物
館
の
窓
か
ら
見
え
る
景
色
が

全
く
違
う
！
」「
こ
ん
な
こ
と
も
や
っ
て
い
た

よ
ね
〜
」
驚
き
や
懐
か
し
い
思
い
と
、
こ
の
中

か
ら
ペ
ー
ジ
の
中
に
お
さ
め
る
数
点
を
選
択
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
悩
ま
し
さ
。

当
時
を
知
る
職
員
に
、
話
を
聞
く
機
会
も
積

極
的
に
つ
く
り
、
様
々
な
聞
き
取
り
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
収
穫
は
大
き
な
も
の
に
な
る

一
方
、
日
ご
と
に
増
え
る
情
報
量
を
予
定
す
る

百
二
十
ペ
ー
ジ
の
中
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
、
心
配
は
つ
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
館

で
活
動
す
る
関
連
団
体
や
当
館
に
関
わ
り
の

あ
っ
た
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
原
稿
か
ら
は
、

様
々
な
「
エ
ッ
セ
ン
ス
」
を
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
、
記
念
誌
が
完
成
し
た
折
に
は
、
当
館
や

街
の
三
十
年
分
の
歴
史
を
大
い
に
感
じ
て
も
ら

え
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

担
当
そ
れ
ぞ
れ
が
通
常
業
務
を
こ
な
し
な
が

ら
の
編
集
作
業
は
、
思
う
よ
う
に
捗
ら
ず
、
も

ど
か
し
い
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
近
日
中

に
皆
さ
ま
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

※『
横
浜
市
歴
史
博
物
館
三
十
周
年
記
念
誌
』

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
刊
行
の
予
定

で
す
。

（
文

古
川
恵
美
）

30周年記念誌制作 経過報告
Coming soon!!

開館当時の聞き取り▶ 
（オープン記念で制作した

テレフォンカード、
ポケットティッシュを前にして）

▲かつての記録写真のフィルムを
スキャニングする作業

▼オープンチラシ

◀ 博物館前で竹とんぼ。
センター北駅が見える！

（平成7年2月）
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昨
年
、
横
浜
市
歴
史
博
物
館
は
開
館
三
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
一
月

三
十
一
日
に
開
館
し
て
か
ら
、
資
料
収
集
や
調
査
研

究
、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
特
別
展
や
企
画
展
な
ど
の
博

物
館
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
の
あ
ゆ

み
は
、
三
十
周
年
記
念
誌
に
掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
当
館
の
活
動
の
特
徴
の
一
つ
に
、
市
民
と

と
も
に
歩
ん
で
き
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
改
め

て
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

博
物
館
の
開
館
翌
年
の
平
成
八
年
三
月
、
大
塚
・

歳
勝
土
遺
跡
公
園
が
一
部
開
園
し
ま
し
た
。
翌
年
三

月
に
は
、
旧
長
沢
家
住
宅
を
移
築
復
原
し
た
都
筑
民

イ
ド
を
受
け
た
子
ど
も
た
ち
や
市
民
の
方
か
ら
は
、

熱
の
入
っ
た
解
説
で
大
塚
遺
跡
や
歳
勝
土
遺
跡
を
よ

り
詳
し
く
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
好
評
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
に
は
、
遺
跡
公
園
に
加
え
て
常
設

展
示
室
の
解
説
も
行
う「
展
示
解
説
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
編
成
替
え
を
行
い
、
現
在
は
常
設
展
示
室
と
遺
跡

公
園
の
両
方
の
ガ
イ
ド
活
動
で
活
躍
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

活
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

四
～
七
月
に
学
校
団
体
で
多
数
来
館
す
る
子
ど
も

た
ち
へ
の
ま
い
ぎ
り
式
火
起
こ
し
の
疑
似
体
験
、
さ

ま
ざ
ま
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
補
助

の
た
め
に
、
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
活
動
を
始
め
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
当
初
は
試
行
的
に
遺
跡
ガ
イ

ド
登
録
者
や
そ
の
Ｏ
Ｂ
を
対
象
に
参
加
を
募
り
ま
し

た
が
、
活
動
が
来
館
者
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら

も
評
価
を
得
た
こ
と
か
ら
、
翌
年
に
は
「
事
業
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
と
し
て
広
く
募
集
を
行
い
、
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
「
活
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
し
て
、
体
験
学
習
室
で
の
「
れ
き
し
工
房
」、

歴
史
未
来
フ
ェ
ス
や
セ
ン
タ
ー
北
ま
つ
り
な
ど
、
博

物
館
内
外
で
の
事
業
の
実
施
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
博
物
館
が
主
体
的
に
募
集
し
た
ボ
ラ
ン

市民協働と
博物館の
応援団

館長コラム

館長　佐藤  信
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テ
ィ
ア
に
よ
る
市
民
協
働
の
取
り
組
み
で
す
が
、
こ

の
ほ
か
に
、
市
民
自
ら
が
主
体
的
に
組
織
し
、
博
物

館
で
活
動
す
る
団
体
が
あ
り
ま
す
。

博
物
館
の
講
座
か
ら
生
ま
れ
た
団
体

横
浜
古
文
書
を
読
む
会
（
以
下
古
文
書
の
会
）、

横
浜
縄
文
土
器
づ
く
り
の
会
（
以
下
土
器
の
会
）、

横
浜
古
代
史
料
を
読
む
会
（
以
下
古
代
史
料
の
会
）

は
、
博
物
館
が
開
講
し
た
古
文
書
解
読
教
室
、
土
器

づ
く
り
教
室
、
古
代
史
料
購
読
講
座
の
受
講
生
Ｏ
Ｂ

が
、
よ
り
学
び
を
深
め
た
い
と
い
う
趣
旨
で
市
民
自

ら
が
設
立
し
た
団
体
で
す
。
各
分
野
の
学
芸
員
が
サ

ポ
ー
ト
し
な
が
ら
、
定
期
的
な
生
涯
学
習
活
動
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
各
団
体
は
博
物
館
と
協
働

し
、
古
文
書
の
会
は
調
査
研
究
で
の
史
料
の
翻
刻
や

外
部
講
師
に
よ
る
市
民
向
け
講
演
会
、
土
器
の
会
は

土
器
づ
く
り
教
室
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
サ
ポ
ー
ト

と
小
学
校
へ
の
訪
問
授
業
、
古
代
史
料
を
読
む
会
は

外
部
講
師
に
よ
る
市
民
向
け
の
講
演
会
、
と
い
っ
た

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

横
浜
さ
い
か
ち
の
会

遺
跡
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
Ｏ
Ｂ
会
と
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
得
た
知
識
と
人
間
関
係

を
よ
り
深
め
た
い
と
い
う
目
的
で
平
成
十
七
年
に
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
会
員
の
多
様
な
興
味
や
関
心
を

深
め
る
た
め
に
、
遺
跡
の
見
学
会
や
横
浜
の
歴
史
に

か
か
わ
る
史
跡
探
訪
、
博
物
館
の
見
学
な
ど
、
い
く

つ
か
の
部
会
を
設
け
て
広
く
活
動
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
の
ち
に
現
役
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
入
会
も
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
現
在
で
は
そ
の
研
修
に
準
ず
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
や
外
部
講
師
に
よ
る
市
民
向
け
の
講
座
・
講

演
会
な
ど
を
実
施
し
、
博
物
館
と
協
働
す
る
取
り
組

み
も
進
め
て
い
ま
す
。

横
浜
歴
博
も
り
あ
げ
隊

名
前
の
通
り
、
当
館
を
盛
り
上
げ
た
い
と
い
う
趣

旨
に
賛
同
し
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
各
団
体
会
員

の
有
志
で
平
成
二
十
五
年
七
月
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
当
館
は
、
今
で
も
「
敷
居
が
高
い
」
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
歴
史
に
興
味
が
あ
る
層
に

も
、
あ
ま
り
興
味
が
な
い
層
も
、
当
館
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
時
期
の
話
題
に
応
じ
た
コ
ア
な
歴
史
講
演
会

や
、
歴
史
に
捉
わ
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
バ
ロ
ッ
ク
・
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、
来
館

者
の
間
口
を
広
げ
る
市
民
の
視
点
か
ら
の
企
画
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

古
文
書
の
会
は
昨
年
設
立
三
十
周
年
、
土
器
づ
く

り
の
会
は
今
年
三
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
博
物
館
と

ほ
ぼ
同
じ
時
間
を
過
ご
し
て
き
た
両
会
を
は
じ
め
、

一
昨
年
活
動
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
展
示
ガ
イ
ド
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
、
一
昨
年
と
昨
年
創
立
二
十
周
年
を
迎

え
た
古
代
史
料
の
会
と
横
浜
さ
い
か
ち
の
会
、
そ
し

て
活
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
も
り
あ
げ
隊
は
、
多

様
な
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
博
物
館
の
三
十

年
の
歩
み
の
な
か
で
振
り
返
る
と
、
こ
れ
ら
の
市
民

協
働
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
普
及
活
動
や
調
査

研
究
に
よ
っ
て
、
博
物
館
の
活
動
が
幅
広
く
、
そ
し

て
深
化
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
博
物
館
は
市
民
の
方
々
と
協
働
し
な

が
ら
、
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

家
園
と
工
房
が
完
成
し
、
大
塚
・
歳
勝
土
遺
跡
公
園

が
全
面
開
園
し
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
公
園
を
活
用
す
る
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
平
成
十
年
に
募
集
を
始
め
た
の
が
「
遺
跡
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
す
。
市
民
の
み
な
さ
ま
の

力
を
お
借
り
し
、
大
塚
・
歳
勝
土
遺
跡
に
つ
い
て
学

校
の
団
体
見
学
で
訪
れ
た
子
ど
も
た
ち
や
一
般
市
民

に
向
け
て
解
説
す
る
も
の
で
す
。

弥
生
時
代
や
大
塚
・
歳
勝
土
遺
跡
に
つ
い
て
の
座

学
と
現
地
見
学
の
講
座
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
や
市

民
に
解
説
す
る
た
め
の
実
地
研
修
を
経
て
、
平
成

十
一
年
四
月
か
ら
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ガ

大塚遺跡の高床倉庫で学校団体見学の子どもたちに
説明する展示解説ボランティア

歴史未来フェスであじろ編みワークショップを行う
横浜歴博もりあげ隊



大塚・歳勝土遺跡公園は令和8年（2026）に、一部開園してから30年を迎えます。このことから大塚・

歳勝土遺跡に関する写真展や講演会などを企画しています。

さて、今回の遺跡公園だよりは少し前の話になりますが、令和7年5月21日に大塚・歳勝土遺跡公園内

で実施した地中レーダー探査についてのお話です。地中レーダー探査とは、電磁波を地中に照射してその反

射波を計測することで地下の構造物を非破壊で把握するための手法のことです。横浜市歴史博物館の調査・

研究事業のひとつ、「大塚遺跡の水田・食糧に関する研究」に関連して、東京大学 総合文化研究科 グローバ

ル地域研究機構 特任研究員の杉山浩平氏と共同で、大塚・歳勝土遺跡公園内の土中遺構について調査を行

いました。

今回は大塚・歳勝土遺跡公園内の2か所で地中レーダー探査を実施し、大塚・歳勝土遺跡のより詳細な規

模を把握し、今後の調査・研究事業に活かすことを目的としたものです。計測する範囲を決めて、その中を

メジャーで一定の大きさの正方形になるように格子を作り、その上を計測していきます。一定のスピードで

(速すぎても遅すぎてもダメ)まっすぐにレーダーを引っ張って少しずつ位置をずらしながら何往復もする

のは結構疲れましたが、天候が良かったためその日のうちに終了することができました。

調査結果の分析についてはまだこれからですが、分析結果をもとに今後大塚・歳勝土遺跡公園内で試掘調

査（全体ではなくて一部分を掘ることで遺跡の特徴を調べる調査方法）を行うかもしれません。もし、皆さ

んが大塚・歳勝土遺跡公園に遊びに来た時に試掘調査に遭遇した時は「小判はあった？」ではなく「良い土

器出た？」もしくは「お宝あった？」と聞いていただければ、大喜びでお答えするかと思います。

（文　橋口豊）

地中レーダー探査の様子
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博物館実習の記録
突然ですが、クイズです。右の写真

は何に使われていたものでしょうか。

……答えは、着物などを包む「たと

う紙」です。

しかし、これはただのたとう紙では

ありません。よく見ると、墨で文字が

記されています。実はこのたとう紙、

江戸時代の古文書が反古紙として再利

用されていたものなのです。このたと

う紙に再利用されていた古文書は、今

年度当館30周年特別展「横浜の文化

財」Part1「修復」に出陳した資料でもあり、ご覧になった方もいらっしゃるかもしれません。

この古文書は、江戸時代の戸塚宿の問屋場が記した「人
じんばひじめちょう

馬日〆帳」という資料で、戸塚宿で人や馬を雇っ

た通行者―特に武家などの公用旅行者―の名前が書き上げられています。本資料からは、戸塚宿にどの

ような人々が通行していたのかを具体的にうかがうことができます。

さて、今年度の博物館実習では、このたとう紙に再利用されていた古文書を、元の姿に復元する作業を行

いました。作業は、【現状記録】→【剥離】→【洗浄】→【乾燥】→【目録作成】の順で実施しました。

まず、古文書を剥離する前に、記録カードへのスケッチや写真撮影を行い、現状記録を取ります。剥離し

てしまうと、どこに貼り合わされていたのか分からなくなるため、非常に重要な作業です。

剥離作業では、噴霧器などで水分を与えて糊を溶か

しながら、ピンセットや竹べらを用いて慎重に剥がし

ていきます。一枚剥がすごとに、現状記録用の写真も

撮影しました。

剥離作業が一通り終わると、次に洗浄作業に入りま

す。洗浄は汚れを落とすだけでなく、古文書のシワを

伸ばす目的もあります。その後、一昼夜かけて乾燥さ

せ、乾いた資料を一枚ずつ資料保管用の中性紙封筒に

収め、目録を作成しました。

資料整理の後は、資料に何が書かれているのかを調

査・研究し、当館常設展示室においてミニ展示「はが

して発見！―戸塚宿のリアル―」を実施しました。実

習生の方々には、資料整理から調査研究、展示へとつ

ながる一連の学芸員業務を体験していただきました。

資料に価値を付与し、それを分かりやすく市民に伝

える学芸員業務の魅力を知っていただければ幸いで

す。 （文　仲泉剛）

剥離作業の様子



●開館時間
9:00～17:00（券売は16:30まで）
大塚遺跡を除く公園部分は24時間オープン

●休館日
月曜日（祝日の場合は翌平日）、年末年始
そのほか展示替えなどのため、臨時休館することがあります。

●常設展観覧料

■企画展・特別展の観覧料は別に定めます。
■毎週土曜日、小・中・高校生は無料です。
■横浜市内在住の65歳以上の方は「濱ともカード」など証明
できるものをご提示ください。
■「身体障害者手帳」「愛の手帳（療育手帳）」「精神障害者保健
福祉手帳」をお持ちの方と介護者は無料です。入館の際に
手帳または、スマートフォンアプリ「ミライロＩＤ」の手
帳画面をご提示ください。
■補助犬（盲導犬・介助犬・聴導犬）とご一緒に入館できます。

●交通
横浜市営地下鉄「センター北駅」下車徒歩5分
駐車場あり（30分100円）

会期・開催時間等の予定を変更する場合があります。最新
情報はお出かけ前に、当館ウェブサイトまたはお電話にて
ご確認ください。

〒224-0003　横浜市都筑区中川中央1-18-1
Tel.045-912-7777（代表）　Fax.045-912-7781
https://rekihaku.yokohama-history.org/
X　＠yokorekihaku

区分 個人 団体
（20人以上、1人につき）

一般 400円 320円

高校生・大学生 200円 160円
小学生・中学生

横浜市内在住65歳以上 100円 80円

横浜市歴史博物館は（公財）横浜市ふるさと歴史財団が指定管理者として管理運営しています。

横浜市歴史博物館および大塚・歳勝土遺跡公園の利用案内

横浜市歴史博物館ニュースNo.59　2026年3月31日発行
編集・発行　横浜市歴史博物館
デザイン　株式会社フィールド・ノート、柳原梢子（やなぎ堂）

INFORMATION

　展　覧　会

●企画展「君も今日から考古学者！ ―横浜発掘物語2026―」
　令和8年4月18日（土）～6月21日（日）
●企画展「昭和の時間に包まれる ―北原コレクションと所蔵資料―」　
令和8年7月4日（土）～8月23日（日）

●企画展「横浜絵の深層（仮）」令和8年9月5日（土）～10月18日（日）
●企画展「南武蔵の平安仏（仮）」令和8年10月31日（土）～ 12月13日（日）
●企画展「横浜の領主（仮）」令和9年1月9日（土）～2月14日（日）

　イ ベ ン ト

●歴史未来フェス　
令和8年5月23日（土）・24日（日）
博物館を中心とするエリアで開催する地域のイベントです。この2日間は観覧料無料！

●横浜開港記念日特別企画「ペリーと土偶の顔をかこう・ぬろう！」　
令和8年6月2日（火）
ペリーの顔や横浜出土の土偶の顔などの塗り絵をご用意します。この日は観覧料無料！

●毎月最終土曜日開催イベント
おもしろいぞ！紙芝居
横浜市指定有形民俗文化財の街頭紙芝居の複製を中心に実演します。
れきし工房「まがたま・あじろ編み小物入れ」
キットを使ってオリジナル作品をつくります（事前申込制）。

イベントやワークショップ等の
開催については、
当館ウェブサイト、
SNSにて随時お知らせ
していきます！

博
物
館
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ェ
ブ
サ
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ト
◀︎

表 紙 写 真
原出口遺跡出土筒形土偶

（当館蔵）
開館 30 周年記念特別展

「横浜の文化財 Yokohama 
Heritage ―まもり伝える
地域の記憶―」Part2「伝
承」出陳時のようす




